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AccessData OrAdjuster 

AccessData OrAdjuster.exe は、FTK2.2 以降で利用されている Oracle のメモリ使用量を最適化します。

このユーテゖリテゖは、大容量のメモリを搭載した 64 ビット OS に対して、特に効果を発揮します。 

 

OrAdjuster  

以下に、OrAdjuster.exe の使用方法を記述します。 

 

1. Oracle が゗ンストールされているコンピュータの任意のドラ゗ブ（C:\など）直下に、Oradjuster.zip

フゔ゗ルを解凍してください。 

2. 解凍したデータ内にある Oradjuster.exe を起動した際にエラーが表示された場合は、Microsoft 

Visual C++ 2008 SP1 再頒布パッケージ（x86）を、下記のリンクからダウンロードを行い、゗ン

ストールして下さい。（この時点では、まだ Orajuster.exe は実行しないで下さい。） 

 

32 ビット OS の場合： 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=a5c84275-3b97-4ab7-a40d

-3802b2af5fc2&DisplayLang=ja 

 

64 ビット OS の場合： 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ba9257ca-337f-4b40-8c14-

157cfdffee4e&DisplayLang=ja 

 

FTK ṇ ךּ  

FTK2 および Oracle の゗ンストールには、2 つの方法があります。1 台のコンピュータに FTK2

及び Oracle を゗ンストールする方法（ ṇ ）と 2 台のコンピュータを用意し、1 台

に Oracle を、もう 1 台に FTK を゗ンストールする方法（ ṇ ）。なお、AccessData 

Enterprise の場合は、常に 2 台のコンピュータに゗ンストールされます。この手順書では、これら

それぞれの方法で゗ンストールされた環境における OrAdjuster の使用手順について説明します。 
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ṇ וֹףּ  

ṕFTK ףּ Oracle ṇ ︡ ךּ Ṗ 

 

OrAdjuster が実行されると、搭載されたメモリ容量に基づいて、Oracle に割り当てるメモリを自

動的に設定します。Oracle が、FTK または Enterprise と同じコンピュータに゗ンストールされて

いる場合、FTK のユーザー゗ンターフェース（以下 UI）やデータ処理用のメモリを確保するため、

Oracle に対するメモリの割り当ては小容量になります。 

 

OrAdjuster は、エクスプローラまたはコマンドプロンプトから実行できます。 

 

Windows  ṇ Ḳ 

1. Oradjuster.exe をダブルクリックして起動します。そうすると、コマンドプロンプトのウ

ゖンドウが立ち上がり、OrAjuster が実行されます。 

処理が終わると、元のメモリ設定と新しいメモリ設定が表示されます。 

 

Ḳ 

1. コマンドプロンプトを実行し、OrAdjuster.exe が保存されているフォルダまで移動します。 

※OS が Vista および Server2008 の場合、管理者権限でコマンドプロンプトを開かなけれ

ばなりません。（以下に実行方法の例を記載しています。） 

1a. C:\windows\system32\cmd.exe へのショートカットをデスクトップに作ります。 

1b. 上記作成したショートカット上で右クリックし、管理者として実行を選択します。 

2. OrAdjuster.exe と入力し、Enter キーを押します。 

 

元のメモリ設定と新しいメモリ設定が表示されます。 

 

追加で調整を行うかどうか確認されます。（Would you like to temporarily modify the 

SGA_TARGET parameter?と表示されます。）調整を行わない場合は、n を入力し、Enter

キーを押します。調整を行う場合は、y を入力し、Enter キーを押します。 

なお、追加調整した値は（Oracle サービスが再起動するまでの）一時的な設定です。継続

的に値を変更するには、“Oracle カスタムパラメータ値設定”のセッションを参照してくださ

い。 

 

OrAdjuster を実行するたびに元の設定情報が、タ゗ムスタンプをフォルダ名としたフォル

ダに保存されます。 
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ṇ וֹףּ  

ṕFTK ףּ Oracle Ṅ ṇ ︡ ךּ Ṗ 

 

FTK と Oracle が別々のコンピュータに゗ンストールされている場合、OrAdjuster は、Oracle の

パフォーマンス向上のため、Oracle に対して、多くのメモリを割り当てます。 

※OrAdjuster は、Oracle が゗ンストールされているコンピュータで実行しなければなりません。 

 

OrAdjuster が実行されると、搭載されたメモリ容量に基づいて、Oracle に割り当てるメモリを自

動的に設定します。OrAdjuster は、元のメモリ設定と新しい設定を表示します。 

ḲFTK と Oracle が別々のコンピュータに゗ンストールされている場合、OrAdjuster のダブ

ルクリックによる実行は、Oracle に多くのメモリを割り当てるのではなく、自動的に゗ンストール

方法①と同じメモリ割り当てを適用してしまうため、推奨しません。 

  

゗ンストール方法②の場合は、以下の手順で実施してください。 

 

1. コマンドプロンプトを開き、OrAdjuster.exe が保存されているフォルダまで移動します。 

※OS が Vista および Server2008 の場合、管理者権限でコマンドプロンプトを開かなけれ

ばなりません。（以下に実行方法の例を記載しています。） 

1a. C:\windows\system32\cmd.exe へのショートカットをデスクトップに作ります。 

1b. 上記作成したショートカット上で右クリックし、表示されたドロ 

  ップダウンリストから、管理者として実行を選択します。 

2. 下記のコマンドを入力し、Enter キーを押します。 

OrAdjuster.exe ²mem remoteworker  

処理が終わると、追加で調整を行うかどうか確認されます。（Would you like to temporarily 

modify the SGA_TARGET parameter?と表示されます。）調整を行わない場合は、n を入

力し、Enter キーを押します。調整を行う場合は、y を入力し、Enter キーを押します。 

なお、追加調整した値は（Oracle サービスが再起動するまでの）一時的な設定です。継続

的に値を変更するには、“Oracle カスタムパラメータ値設定”のセッションを参照してくださ

い。 

3. その他のオプションは、下記コマンドで確認できます： 

OrAdjuster.exe –help 

 

OrAdjuster を実行するたびに元の設定情報が、タ゗ムスタンプをフォルダ名としたフォル

ダに保存されます。 
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OrAdjuster ךּ  

 

このセクションでは、OrAdjuster の高度な使い方を説明します。 

 

Oracle ṇ  

 

初回実行時において、OrAdjuster.exe は param_values.xml に記述された情報を元に、Oracle

データベースサーバーパラメータに値を割り当てます。その後、割り当てた値を、下記のレジスト

リキーに記録します。 

 

HKLM\Software\AccessData\Shared\Version Manager\sds\OrAdjuster 

 

OrAdjuster 実行後、Oracle へ割り当てたメモリ設定値が記録されたレジストリキーをユーテゖリ

テゖが読み出します。そのため、XML フゔ゗ルに対する値の変更は、（上記レジストリキーが、

OrAdjuster 実行前に削除されない限り）初回実行時以外、有効ではありません。 

 

sga_target の設定値は、Oracle のパフォーマンスに最も影響を与えます。この値は、OrAdjuster

ユーテゖリテゖで設定可能です。OrAdjuster で手動設定した値は、Oracle のサービスが再起動さ

れるまでの一時的な設定にすぎません。設定した値を継続的に採用する場合は、OrAdjuster のレジ

ストリキーを変更する必要があります。 

 

パラメータに別の値を割り当てる場合、レジストリキー内の値を修正して、OrAdjuster.exe を再

起動してください。OrAdjuster.exe はレジストリキー内の値を利用します。XML フゔ゗ルのデータ

よりもレジストリ内の値が優先されます。 

 

Ḳ OrAdjuster で、sga_max_size や session_cached_cursors parameters を設定すると、

Oracle は必ず再起動をします。言い換えれば、 最初の実行と、上記のレジストリキー内の

sga_max_size や session_cached_cursors parameters の値の更新は、Oracle の再起動を引き起

こします。そのため、OrAdjuster.exe を実行する前に、開いているすべてのケースを閉じ、FTK2

を終了することを推奨します。 

 また、OrAdjuster.exe は、上記値以外の更新に対しては、再起動を実行しません。 
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OrAdjuster.exe によって用いられるシャットダウン処理は強制的なものではありません。Oracle

は、接続しているクラ゗ゕントが正常に接続を切るまで、シャットダウン処理を行いません。従っ

て、OrAdjuster.exe を実行する前に、開いているすべてのケースを閉じ、FTK2 を終了するのが最

適な手順になります。 

 

 

 

このバージョンの OrAdjuster.exe は、AccessData 社がサポートする Windows プラットフォー

ム上で動作します（OrAdjuster.exe は Win32 バ゗ナリですが、32Bit 環境はもちろん、64bit 環境

でも問題なく動作します）。 

 

 

 

本ドキュメントは、AccessData 社より配布されている "OrAdjuster.pdf" を株式会社UBIC が翻訳 

/ 編集したものになります。翻訳した本文の内容については、正確性、整合性を保証するものではあ

りません。原文と相違がある場合は原文を優先するものとします。 

また、本ドキュメントは、予告なく変更される場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.ubic.co.jp/ 

TEL : 03-5463-7577 (平日 : 9:00～18:00) FAX : 03-5463-7578 

mail : support@ubic.co.jp 

http://www.accessdata.com/downloads/media/OrAdjuster.pdf

